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現在、世界では多くの武力紛争が続いており、世界の安全保障が深刻な危機に瀕して

います。ロシアによるウクライナ侵攻は５年目を迎えますが、終息の兆しは見えませ

ん。今回さらに、米国、イスラエル、イランの間で新たな武力紛争が勃発し、市民を

含む多くの人々が殺害されるとともに、重要なインフラも破壊されています。報復が

報復を呼び、ますます多くの国の施設への攻撃にエスカレートしており、中東地域だ

けでなく、世界全体の政治・経済安全保障に深刻な影響をもたらしています。 

 

その上、私たちは国連憲章を含む法の支配を蔑ろにすることにより、さらなる武力紛

争につながることを懸念しています。武力紛争に関与する全ての国に対し、直ちに停

戦し、平和と安定を回復するよう強く求めます。 

 

平和首長会議は、世界１６６の国・地域の約８，６００の都市が加盟する、市民の安

全と安心を守ることに尽力する地方自治体の首長で構成する世界的なネットワーク

です。私たちは、国際紛争が対話による外交努力をもって解決されることを強く求め

ます。武力行使は、いかなる国に対するものであっても、何の罪のない市民の命を奪

うものであり、断じて許されません。 

 

平和首長会議を代表して、私たちは、世界中の平和を希求する全ての人々と共に、世

界恒久平和と核兵器廃絶の実現に向けて、あらゆる努力を尽くすことをここに改めて

宣言します。 
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